
土工－4

01－00－050 床掘余裕幅

１ 余裕幅は次表を標準とする。

種 別 足場工の有無
余 裕 幅

（水替なし） （水替あり）

足場工なし ５０ｃｍ １００ｃｍ

オープン掘削 足場工あり １７０ｃｍ １７０ｃｍ

足場工あり

（フーチング高さ２ｍ未満でフー ５０ｃｍ １００ｃｍ

チング上に足場を設置する場合）

注）１．余裕幅は本体コンクリート端からとする。

２．矢板施工等の土留掘削については別途考慮する。

３．足場工の必要な場合とは、Ｈ＝２ｍ以上の構造物。

４．雪寒仮囲いを使用する場合は、必要幅を計上すること。

５．キャットウォーク及び切土部擁壁山側の単管傾斜足場については足場工なしを適用する。

６．小構造物（プレキャストＵ型・Ｖ型側溝、集水桝などのコンクリート２次製品）の掘削の余裕幅

は、３０ｃｍとする。なお、床掘深さが１ｍ程度未満の場合は、基礎材の幅を床掘幅とすることが

できる。

２ 床掘の余裕幅フロー図

重 要 Ｎｏ（小型構造物）

構造物

Ｙｅｓ

足場工 Ｎｏ 床掘深さ Ｙｅｓ

あり 1m程度未満

Ｙｅｓ Ｎｏ

ﾌｰﾁﾝｸﾞ上の
Ｙｅｓ

足場設置又は

切土部擁壁山側か
水替を Ｎｏ

Ｎｏ 行うか

Ｙｅｓ

余裕幅 余裕幅 余裕幅 余裕幅 余裕幅

170cm 100cm 50cm 30cm(水替80cm) 基礎材の幅




